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いま渋谷駅では，一日平均乗降者約 250 万人の流れを止めることなく，「100 年に一度」の大改造が進行中である。












2019 年 10 月
（図 01）『渋谷駅構内模型 2020 縮尺 1/100』部分 （撮影：坂下智広）
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2．会場構成と展示物




会場では渋谷駅の変遷を通していろいろな時間の渦が体験できるように展示配置を行った。中央には 2012 年版と 2020
年版の渋谷駅構内模型（縮尺 1/100）を置き，8年間の大工事による経時変化を表現した。それらを囲むようにして，ガラス








2005 年 11 月　展示『共異体』　昭和女子大学秋桜祭
2010 年 1 月～2013 年 1 月　アーバンエクスポ shibuya1000-02～05 に出展　渋谷駅
2011 年 9 月～2013 年 8 月　展覧会『渋谷駅体展』『渋谷駅体内展』『渋谷駅体得展』渋谷駅マークシティ 4階ギャラリー
2015 年 10 月　『シブヤのタマゴ』展に出展　旧渋谷区庁舎 2階
2016 年 2 月と 6月　『渋産』展に出展　渋谷ヒカリエ 8/
2016 年 6 月～9月　『土木展』展に出展　六本木　21_21DESIGN SIGHT
2016 年 8 月　『視覚のない世界』ワークショップ　六本木　森美術館
2018 年 3 月～6月　『土木展 in 上海』展に出展　上海現代美術館
2019 年 10 月～12 月　展覧会『羽化する渋谷』　昭和女子大学光葉博物館
2020 年 3 月　『東横デパートの思ひ出展』に出展　東急東横店西館 7階
（図 04）展覧会場　庭側から会場を見た様子






1．『渋谷駅構内模型　縮尺 1/100 高さ方向 2倍』ベニヤ板，スチール支柱
　◦2012 年バージョン　2016 年初出（図 05）
　◦2020 年バージョン　2020 年初出（図 03）
2．『渋谷駅変遷模型　縮尺 1/4000』　25 点　ABS樹脂，スチール支柱　2011 年初出（図 12）
3．『渋谷駅変遷模型　縮尺 1/1000』　7点　ABS樹脂，スチール支柱　2011 年初出（図 11）
4．『渋谷駅構内変遷模型　縮尺 1/500』　6点　ベニヤ板，スチール支柱　2020 年初出（図 13）
5．『渋谷駅の証人』　43 点　ラミネート加工A1サイズ紙　2012 年初出（図 02，図 04）
6．『渋谷駅の唄』　時刻譜A1サイズパネル＋音声　2011 年初出（図 08）
7．その他
　◦『モビール渋谷駅 2012』アクリルバー，ABSs 樹脂リング　2016 年初出（図 07）
　◦『渋谷駅構内模型 2013　縮尺 1/2000 高さ方向 2倍』透明アクリル板，アクリル支柱　2016 年初出（図 09）















（図 07）『モビール渋谷駅 2012』 （図 08）『渋谷駅の唄　時刻譜』
（図 09）『渋谷駅構内模型 2013 縮尺 1/2000』 （図 10）『ペーパー渋谷駅構内模型 2020 縮尺 1/500』








10 月 20 日（日），11 月 3 日（日），11 月 9 日（土），11 月 10 日（日），12 月 8 日（日），12 月 15 日（日）
◦ワークショップ（2回）：
10 月 27 日（日），11 月 24 日（日）（図 14）
◦カタログ『羽化する渋谷』　（図 15）
Book1 羽化する渋谷　Book2 谷底の渋谷駅　Book3 渋谷駅AtoZ マッピング　Book4 渋谷駅のマッス
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◦ポスター　（図 16）　コンテンツ：田村圭介　　デザイン： IrohaDesign
（図 14）ワークショップの様子 （図 16）ポスター・チラシ（図 15）カタログ『羽化する渋谷』
